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◆専門分野は？
地層や化石、岩石など、地質全般を担当しています。なかでも地
震や津波がつくる地層や、過去の生物の巣穴や足跡、糞などが地
層中に残ったもの（生痕化石）が特にお気に入りです。ジオパー
ク活動に関わってきた経験から、地質遺産の保全や活用にも興味
があります。

◆この道に進んだきっかけは？
幼いころ、恐竜図鑑に掲載されていた恐竜以外の化石が好きでし
た。それからずっと石を拾い集め続けています。前職のジオパー
ク専門員時に、地域の自然に関する記録を残し、伝えていくこと
の大切さを実感。博物館で働きたいと思い、2021 年 4 月から現
職です。

◆どんな仕事をしているの？
地質に関する研究や標本の収集のほか、地層学習の講師、恐竜な
ど地質学に関係する企画展の担当、研究報告書・新聞記事・テレ
ビ番組「サヒメルうぉっち」の編集、普及講演などなど様々な機
会を通して、自然の魅力を皆さんにお届けする仕事をしています。



◆サヒメルのここを見にきてね！
新館にある地層のはぎ取り標本がおススメ。自然が作り出した模
様を楽しみながら、大昔の様子を想像してみて欲しいです。ただ
し、地層から大昔のことを想像するためには、現在の自然環境や
動植物のことを知っておくことが大切です。なので、できれば全
部見て！

◆研究や普及の活動です！
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＜館外での普及活動＞
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「三瓶山の成り立ちと自然－登山で楽しむ三瓶の成り立ちと暮らし
　－」（2022.10; 大田市）日本勤労者山岳連盟中国地方協議会主ハ
　イキング交流集会

「日本海拡大期の海成層から地震・津波堆積物を探して」（2022. 7; 
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